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目  　 的

　ブロイラーの改良と養鶏農家の素雛購入の指針

を得るため，当所では30数年間にわたり毎年ブロ

イラーの主要銘柄について産肉能力試験を実施し

ている1)。今回は県内２業者の市販3銘柄を用い，

その発育性，飼料摂取量，飼料要求率，と体成績

について検討した。

材料及び方法

�　試験期間

　平成19年９月12日～19年11月７日（56日間）

�　試験区分

　県内で市販されている３銘柄について，チャン

キー及びコッブは雄50羽，雌50羽，ハリマは雄

52羽，雌52羽を供試した。供試した銘柄及び試

験区分は表１のとおりである。

�　供試飼料

　市販のブロイラー用飼料を用いた。給与期間お

よび成分を表２に示す。

ブロイラー産肉能力に関する試験（第33報）
銘柄別比較試験

富久　章子　　　藤本　　武　　　澤　　則之＊）

要　　　約

　ブロイラーの改良とブロイラー農家経営の指針を得るため，県内で飼育されている主要3銘柄

について平成19年9月12日から11月7日までの56日間，産肉能力試験を実施した。

　チャンキー及びコッブにおいては，8週齢までの育成率は雄：94.0～100.0％，雌：98.0～

100.0％，雌雄平均で96.0～100.0％であった。飼料摂取量は雄平均：6,509.3～6,762.0g，雌平

均：5,852.7～6,178.2g，飼料要求率は雄平均：1.86～2.02，雌平均：1.91～2.01，雌雄平均：

1.91～2.02であった。8週齢時の正肉歩留は雄平均：44.8～45.0％，雌平均：45.0～46.6％，腹

腔内脂肪は雄：2.0～2.3％，雌平均：2.8～3.6％であった。8週齢時のプロダクションスコアは

雄：299.4～340.1，雌：276.3～286.3であった。

　ハリマの8週齢までの育成率は雄90.4％，雌96.2%，飼料摂取量は雄6,506.5g，雌6,085.1g，飼

料要求率は雄1.99，雌2.23，プロダクションスコアは雄267.2，雌212.3であった。

＊：現 畜産課

表１　試験区分
（羽）

計♀♂銘　　柄区

1005050チャンキーⅠ1

1005050チャンキーⅡ2

1005050コッブ3

1045252ハリマ4

表２  供試飼料
（％、代謝エネルギー kcal/kg）

保　　証　　成　　分
飼料名給与期間

代謝エネルギー粗灰分 粗繊維粗脂肪粗蛋白

3,0508.05.04.022.0
ブロイラ－
肥育前期用

前期用
（１～３週）

3,2008.05.04.518.0
ブロイラ－
肥育後期用

後期用
（４～７週）

3,2008.05.04.518.0
ブロイラ－
休　薬　用

休薬用
（８週）
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�　飼養管理

　試験鶏舎は平飼開放鶏舎で1室4.32㎡ を使用し

た。チャンキー及びコッブは各室50羽を収容し

（38羽/3.3㎡），ハリマは雌雄52羽（39.7羽/3.3

㎡）を各室に収容した。育雛・育成とも同一場所

で飼育した。

　温度管理は慣行に従った。育雛期から出荷まで

パンケーキ型ガスブルーダーを使用し，慣行給温

した。

　飼料は市販ブロイラー用飼料を用い，0～21日

齢は前期用，22～49日齢は後期用，50～56日齢

は休薬用を給与した。また，その切り替えは一斉

切り替えとした。

　飲水はニップルドリンカーを使用し，不断給水

とした。

�　衛生管理

　ＦＰ，ＭＤ，ＩＢＤワクチンを孵化場にて接種，

ＩＢワクチンを初生点眼，ＮＤを14，28日齢時飲

水，ＩＬＴワクチンを21日齢時に点眼接種した。

　その他の薬剤投与は当所の慣行に従った。

�　調査項目

　・育成率

　・増体量

　・平均体重

　・飼料摂取量

　・飼料要求率

　・と体成績

結果及び考察

�　育成率

　表3－1・2に育成率を示す。

　８週齢時の全銘柄の雄平均は96.1％，雌平均は

98.6％であり，雌雄平均は97.3％であった。

�　発育体重

　発育体重は，表４のとおりである。

　８週齢時の１～３区の平均体重は，雄では

3,489g，雌では3,114g，雌雄平均3,302gであっ

た。また，4区の平均体重は雄では3,300g，雌で

は2,762g，雌雄平均3,031gであった。

�　飼料摂取量

　飼料摂取量は表５，表６のとおりである。

　８週齢時までの１～３区の１羽当たりの平均飼

表３－１   育成率（７週齢時）
（%）

計♀♂銘　　柄区

100.0100.0100.0チャンキーⅠ1

96.098.094.0チャンキーⅡ2

100.0100.0100.0コッブ3

96.298.194.2ハリマ4

98.199.097.1平均

表３－２   育成率（８週齢時）
（%）

計♀♂銘　　柄区

100.0100.0100.0チャンキーⅠ1

96.098.094.0チャンキーⅡ2

100.0100.0100.0コッブ3

93.396.290.4ハリマ4

９7.398.696.1平均

表４    銘柄別発育体重
（１羽：ｇ）

８週齢76530区

3,5413,0702,5451,81471141♂１

3,1332,6802,2301,69572440♀

3,3372,8752,3881,75571841平均

3,5383,1762,7342,09584037♂２

3,0962,7282,2641,71574437♀

3,3172,9522,4991,90579237平均

3,3883,1572,7372,07986142♂３

3,1132,7692,2551,77678442♀

3,2512,9632,4961,92882342平均

3,4893,1342,6721,99680440♂平均三区

3,1142,7262,2501,72975140♀平均

3,3022,9302,4611,86377840♂♀平均

3,3002,8032,2931,79273137♂４

2,7622,4422,0221,57970938♀

3,0312,6232,1581,68672038平均
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料摂取量は，雄では6,647.9g，雌では6,023.5g，

雌雄平均6,338.5gであった。4区では，雌雄平均

(4)　飼料要求率

　飼料要求率は表７のとおりである。

　１～３区の８週齢時の平均飼料要求率は，雄で

は1.93，雌では1.96，雌雄平均1.95であった。4

区は雌雄平均2.11であった。

表５  飼料摂取量
（１日１羽当たり：ｇ）

総摂取量
休薬用後期用前期用

性銘柄区
87654321

6,509.3183.4176.3181.1145.1111.374.040.718.0♂チャンキーⅠ１

6,043.1171.3162.0158.3133.4106.073.741.716.9♀〃

6,278.3177.4169.2169.7139.3108.773.941.217.5平均

6,675.9161.4168.7180.2162.5127.087.147.918.9♂チャンキーⅡ２

5,852.7155.2155.4153.6131.8104.072.944.918.3♀〃

6,265.0158.3162.1166.9147.2115.580.046.418.6平均

6,762.0161.6165.4186.6168.9128.087.748.918.9♂コッブ３

6,178.2159.9165.1153.4141.7118.677.348.018.6♀〃

6,471.5160.8165.3170.0155.3123.382.548.518.8平均

6,647.9168.8170.1182.6158.8122.182.945.818.6♂♂平均三区

3,023.5162.1160.8155.1135.6109.574.644.917.9♀♀平均

6,338.5165.5165.5168.9147.3115.878.845.418.3♂♀平均

6,506.5180.7167.7169.9151.0119.579.443.417.9♂ハリマ４

6,085.1176.9154.3142.6147.5109.576.343.818.4♀〃

6,297.2178.8161.0156.3149.3114.577.943.618.2平均

表６　　種類別飼料摂取量
（１羽当たり：ｇ）

計
休薬用
8

週　齢

後期用
４～７
週　齢

前期用
０～３
週　齢

区

6,509.31,283.84,296.6928.9♂１

6,043.11,199.13,917.9926.1♀

6,278.31,241.84,108.3928.2平均

6,675.91,129.84,468.81,077.3♂２

5,852.71,086.43,813.6952.7♀

6,265.01,108.14,141.91,015.0平均

6,762.01,131.24,542.31,088.5♂３

6,178.21,119.34,051.61,007.3♀

6,471.51,125.64,297.31,048.6平均

6,647.91,181.64,435.21,031.1♂平均三区

6,023.51,134.73,927.0961.8♀平均

6,338.51,158.54,182.5997.5♂♀平均

6,506.51,264.94,256.7984.9♂４

6,085.11,238.33,877.3969.5♀

6,297.21,251.64,067.7977.9平均

6,297.2gであった。

表７　　飼料要求率

週齢
区

87653

1.861.731.591.541.39♂１

1.951.831.691.571.35♀

1.911.781.641.551.37平均

1.911.771.621.511.34♂２

1.911.771.651.551.35♀

1.911.771.641.531.35平均

2.021.811.661.551.33♂３

2.011.861.761.631.36♀

2.021.831.711.591.34平均

1.931.771.621.531.35♂平均三区

1.961.821.701.581.35♀平均

1.951.791.661.561.35♂♀平均

1.991.901.801.651.42♂４

2.232.021.901.801.44♀

2.111.961.851.721.43平均
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(5) 鶏舎環境

　鶏舎環境は図１のとおりである。

(6)と体解体成績

　と体調査は，7週齢時と８週齢時に行い，各区

の平均体重に近いものを雄，雌各３羽ずつを抽出

し，食鳥取引規格にもとづいて実施した。なお，

７週齢時のと体調査は，1，3区の二区のみ実施し

た。

　と体解体成績は，表８－１・２のとおりである。

　７週齢における正肉歩留は，二区雄平均43.4％，

雌平均45.0％，雌雄平均44.2％であった。腹腔内

脂肪は，二区雄平均2.5％，雌平均3.1％，雌雄平

均2.8％であった。

　８週齢時の，ハリマを除いたチャンキー，コッ

ブの２銘柄における正肉歩留は，三区雄平均

44.9％，雌平均45.8％，雌雄平均45.3％であった。

腹腔内脂肪は三区雄平均2.1％，雌平均3.1％，雌

雄平均2.6％であった。ハリマの正肉歩留は雄平

均38.7％，雌平均40.2％，雌雄平均39.4％で，腹

腔内脂肪は雄平均4.2％，雌平均4.4％，雌雄平均

4.3％であった。
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図１　鶏舎気象

表８－１　と体成績（７週齢時）
（体重：ｇ，その他：％）

腹腔内
脂肪

可食内臓骨付
手羽

正肉歩留と体
歩留

と体重生体重性銘柄区
計筋胃肝臓心臓計ささみももむね

2.13.71.12.30.38.143.03.721.218.195.62,9373,073♂チャンキーⅠ１

2.54.11.42.40.38.145.34.420.520.493.72,476 2,643♀〃

2.34.01.32.40.38.144.24.020.919.394.62,707 2,858平均

2.83.71.12.30.38.143.73.720.119.996.33,0333,150♂コッブ３

3.63.61.32.00.37.844.74.519.520.795.32,5972,727♀〃

3.23.61.22.10.38.044.24.119.820.395.82,8152,938平均

2.53.71.12.30.38.143.43.720.719.096.02,9853,112♂平均二区

3.13.91.42.20.38.045.04.520.020.694.52,5372,685♀平均

2.83.81.32.30.38.144.24.120.419.895.22,7612,898全平均

表８－２　と体成績（８週齢時）
（体重：ｇ，その他：％）

腹腔内
脂肪

可食内臓骨付
手羽

正肉歩留と体
歩留

と体重生体重性銘柄区
計筋胃肝臓心臓計ささみももむね

2.03.11.11.70.38.644.84.021.119.797.53,3433,427♂チャンキーⅠ１

3.03.41.21.90.38.246.64.520.521.697.22,9203,003♀〃

2.53.31.21.80.38.445.74.220.820.797.43,1313,215平　均

2.13.41.12.00.38.444.84.021.119.797.33,3113,403♂チャンキーⅡ２

2.83.81.32.10.48.345.94.819.821.394.22,8583,033♀〃

2.53.61.22.10.48.345.34.420.420.595.73,0843,218平　均

2.33.31.31.70.38.545.04.022.118.997.43,2683,357♂コッブ３

3.63.11.01.70.38.145.04.220.420.398.33,0013,053♀〃

3.03.21.21.70.38.345.04.121.319.697.83,1353,205平均

2.13.31.21.80.38.544.94.021.419.497.43,3073,396♂平均三区

3.13.41.21.90.38.245.84.520.221.196.62,9263,030♀平均

2.63.41.21.90.38.345.34.220.820.397.03,1173,213♂♀平均

4.23.71.41.90.38.438.73.021.014.895.53,0383,183♂ハリマ４

4.43.81.51.90.38.840.23.620.516.195.32,5852,713♀〃

4.33.81.51.90.38.639.43.320.815.495.42,8122,948平　均
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�　経済性

　経済性については，7・8週齢時の出荷について

調査し，表９－１・２に示した。

　７週齢時の飼料費は，0～21日齢までを前期用，

22～42日齢までを後期用，43～49日齢までを休

薬用の飼料を給与することとして算出した。

　7週齢時出荷における収支試算の結果，ハリマ

を除く三区における収入は雄では460.5～476.4

円，雌では402.0～415.4円，各銘柄雌雄平均では

431.3～444.5円の範囲であった。支出は雄では

333.2～351.3円，雌では314.9～327.2円，各銘柄

雌雄平均では325.6～339.3円の範囲であった。1

羽当たりの収益は雄では122.3～128.8円，雌では

84.3～94.3円，各銘柄雌雄平均では105.2～111.5

円の範囲であった。プロダクションスコアは雄で

は344.8～363.1，雌では298.2～308.2，各銘柄雌

表９－１　　収支試算表（７週齢出荷）

収益性プロダクショ
ンスコア

支出
収入性銘柄区

１kg当たり１羽当たり計光熱費等飼料費素ヒナ代

41.5127.3363.1333.234219.280460.5♂チャンキーⅠ１

31.484.3298.2317.734203.780402.0♀〃

36.8105.7330.7325.634211.680431.3平　均

40.5128.8344.8347.634233.680476.4♂チャンキーⅡ２

34.694.3308.2314.934200.980409.2♀〃

37.8111.5326.5331.334217.380442.8平　均

38.7122.3356.4351.334237.380473.6♂コッブ３

31.888.2304.6327.234213.280415.4♀〃

35.5105.2330.5339.334225.380444.5平均

40.2126.1354.8344.034230.080470.1♂平均三区

32.789.0303.7319.934205.980408.9♀平均

36.7107.5329.2332.034218.080439.5♂♀平均

30.786.0272.8334.434220.480420.5♂ハリマ４

19.748.0237.9318.334204.380366.3♀〃

25.567.0255.4326.434212.480393.5平　均

注　１）収益性：収入（１羽当たり平均体重×150円）－支出（素ヒナ代＋飼料費＋光熱費等）
　　２）プロダクションスコア：[（平均体重×育成率）÷（飼料要求率×出荷日齢）］×100
　　３）飼料費：１kg当たり，前期用49.0円，後期用41.0円，休薬用39.0円で試算 
　　４）光熱費等内訳：１羽当たり衛生費16円，光熱費その他など18円で試算

表９－２　　収支試算表（８週齢出荷）

収益性プロダクショ
ンスコア

支出
収入性銘柄区

１kg当たり１羽当たり計光熱費等飼料費素ヒナ代

40.5143.4340.1387.736271.780531.2♂チャンキーⅠ１

32.3101.2286.3368.836252.880470.0♀〃

38.4128.2313.2378.436262.480500.6平　均

38.1134.6311.5396.136280.180530.7♂チャンキーⅡ２

33.3103.0283.2361.436245.480464.4♀〃

35.8118.8297.4378.836262.880497.6平　均

32.0108.5299.4399.736283.780508.2♂コッブ３

29.591.8276.3375.136259.180467.0♀〃

30.8100.2287.9387.536271.580487.7平均

36.9128.9317.0394.436278.480523.4♂平均三区

31.798.7281.9368.436252.480467.1♀平均

34.5113.8299.5381.536265.580495.3♂♀平均

32.4106.9267.2388.136272.180495.0♂ハリマ４

15.843.5212.3370.836254.880414.3♀〃

24.875.1239.8379.536263.580454.7平　均

注　１）収益性：収入（１羽当たり平均体重×150円）－支出（素ヒナ代＋飼料費＋光熱費等）
　　２）プロダクションスコア：[（平均体重×育成率）÷（飼料要求率×出荷日齢）］×100
　　３）飼料費：１kg当たり，前期用49.0円，後期用41.0円，休薬用39.0円で試算
　　４）光熱費等内訳：１羽当たり衛生費16円，光熱費その他など20円で試算
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－56－

雄平均では326.5～330.7の範囲であった。４区

の雌雄平均では，収入は393.5円，支出は326.4円，

１羽当たりの収益は67.0円，プロダクションスコ

アは255.4あった。

　８週齢時出荷における収支試算の結果，ハリマ

を除く三区における収入は雄では508.2～531.2

円，雌では464.4～470.0円，各銘柄雌雄平均では

487.7～50０.6円の範囲であった。支出は雄では

387.7～399.7円，雌では361.4～375.1円，各銘柄

雌雄平均では378.4～387.5円の範囲であった。1

羽当たりの収益は雄では108.5～143.4円，雌では

91.8～103.0円，各銘柄雌雄平均では100.2～

128.2円の範囲であった。プロダクションスコア

は雄では299.4～340.1，雌では276.3～286.3，各

銘柄雌雄平均では287.9～313.2の範囲であった。

４区の雌雄平均では，収入は454.7円，支出は

379.5円，１羽当たりの収益は75.1円，プロダク

ションスコアは239.8であった。

　７週齢時出荷と８週齢時出荷の収支試算結果を

比較すると，１区及び２区のチャンキーは，雌雄

共に８週齢時出荷の方が１羽当たりの収益性が高

かった。プロダクションスコアは，全区とも７週

齢時出荷の方が高かった。

　ブロイラ－の能力は毎年向上しており，継続調

査を実施すると共に，ブロイラ－の能力に見合っ

た飼養管理技術の改善を図る必要がある。
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